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論文内容の要旨

本論文は、有機光電変換素子および有機エレクトロルミネッセンス (EL) 素子用アモルファス分子材料の創製とデ

・バイスへの応用を目的として行った研究結果をまとめたものであり、序論、本論四章、および総括から構成されてい

る。

序論では、本研究の背景、目的および、意義について述べた。

第一章では、可視光領域に吸収帯を有する新規アモルファス分子材料 4， 4' ， 4"-tris[5・(出mesitylboryl)thiophen-2-yl] ・

triphenylamine (MB-TTPA) を創出し、その分子特性ならびにガラス形成能を明らかにした。 MB-TTPA を用いた

pn ヘテロ接合型素子を作製し、その素子が可視光領域の広い範囲にわたって分光感度を有することを明らかにした。

第二章では、 tris(S-quinolinolato)aluminum (Alq3) と同程度の電子受容性を有するとともに優れた正孔ブロッキ

ング性能を有する新しいタイプの電子輸送性アモルファス分子材料 1 ， 3-bis[5 ・ (dimesitylboryl)thiophen-2-yl]・

benzene および 1 ，3 ， 5廿is[5 ・(dimesitylboryl)thiophen-2-y l]benzene を創出した。それらは、耐熱性ならびにモルフ

オロジー安定性に優れるアモルフアスガラスを容易に形成することを明らかにするとともに、有機 EL 素子用の優れ

た電子輸送材料となることを見いだした。

第三章では、ホールプロッキング性能を有する新規なトリジュリルボラン誘導体を創出し、それらが、耐熱性・モ

ルフォロジー安定性に優れるアモルファスガラスを容易に形成することを明らかにした。創出した化合物をホールブ

ロッキング材料として用いることにより、高輝度・高発光効率を示す青および青紫色発光有機 EL 素子の開発に成功

した。

第四章では、有機 EL 素子用の発光材料として、安定なカチオンラジカルとアニオンラジカルを生成するバイポー

ラー性新規アモルファス分子材料 2-{4・ [bis(4-methylphenyl)amino]phenyl}古・ (dimesitylboryl)thiophene および

2-{4-[bis(9， 9・ dimethylfluoren-2-yl)amino]phenyl}・5 ・ (dimesitylboryl)thiophene を創出した。これらを発光材料とし

て用いることにより、高輝度発光有機 EL 素子の開発に成功した。

総括では、得られた知見をまとめ、光・電子機能性アモルファス分子材料の有用性について言及した。
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論文審査の結果の要旨

アモルファス分子材料は、スピンコート法および真空蒸着法によって均質でヒ。ンホールのないアモルファス薄膜を

容易に形成し、光電デ、パイス用材料の有力な侯補である。

本論文は、光・電子機能性アモルファス分子材料の創製研究の一環として、有機光電変換素子および有機エレクト

ロルミネッセンス (EL) 素子用アモルファス分子材料の創製とデバイスへの応用を目的として行った研究結果をまと

めたものであり、その主な成果を要約すると以下の通りである。

(1) 可視光領域に吸収帯を有する新規アモルファス分子材料 4， 4' ，4"-tris[5-(dimesitylboryl)thiophen -2-yl]ｭ

triphenylamine (MB-TTPA) の創出に成功し、その分子特性ならびにガラス形成能を明らかにしている。

MB-TTPA を用いた pn ヘテロ接合型素子を作製し、その素子が可視光領域の広い範囲にわたって分光感度を有

することを明らかにしている。

(2) 優れた正孔プロッキング性能を有する新しいタイプの電子輸送性アモルファス分子材料

1，3-bis[5-(dimesitylboryl)thiophen-2-yl]benzene および 1， 3， 5-tris[5-(dimesitylboryl)thiophen-2-yl]benzene の

創出に成功している。それらは、耐熱性ならびにモルフォロジ一安定性に優れるアモルファスガラスを容易に形

成するとともに、ー有機 EL 素子用の優れた電子輸送材料となることを見いだしている。

(3) 正孔ブロッキング性能を有する新規なトリジュリルボラン誘導体の創出に成功し、それらが、耐熱性・モルフォ

ロジ一安定性に優れるアモルファスガラスを容易に形成することを明らかにしている。創出した化合物を正孔ブ

ロッキング材料として用いることにより、高輝度・高発光効率を示す青および青紫色発光有機 EL 素子の開発に

成功している。

(4) 有機 EL 素子用の発光材料として、安定なカチオンラジカルおよびアニオンラジカルを生成するバイポーラー性

アモルファス分子材料の概念を提出し、その概念に基づいて 2-{4-[bis(4-methylphenyl)amino]phenyl} -5 ・

(dimesitylboryl)thiophene および 2・ {4 ・ [bis(9 ， 9-dimethylfluoren-2-yl)amino]phenyl} -5 ・ (dimesitylboryl)­

thiophene の創出に成功している。これらを発光材料として用いることにより、高輝度発光有機 EL 素子の開発

に成功している。

以上のように、本論文は、新規なアモルファス分子材料の創製およびそれらを用いる有機光電変換素子および高性

能有機 EL 素子の開発に関して成果を挙げており、有機材料化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は

博士論文として価値あるものと認める。
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